
人口減少によるまちの活力低下 

路面電車は1日2万人・年間730万人が利用している重要な公共交通機関ですが、
車両や施設の老朽化が進み、平成35年までに更新費用約58億円が必要です。 
しかしながら、利用者の減少が続き、平成21年度の経常収支は約7,000万円の赤
字となっており、現在の事業収入のみでは施設更新費用の負担が難しい状況です。 

延伸と合わせて「経営の効率化による経費の削減」「乗車料収入などの増加」を図るこ
とで、将来的には黒字化も見通せます。 

路面電車の 
厳しい経営状況 

経営の収支改善 

路面電車を活用したまちづくり 

これからの札幌は人口減少・超高齢社会へ 

考えてみませんか 
20年後の札幌と 
路面電車 

まちの未来と路面電車が抱える課題 

超高齢社会の到来 環境負荷の増大 

市の人口は5年後から減少を始め、
札幌全体の経済活動などの低下が
予測され、その中でも特に都心部
の活力低下が懸念されます。都心
部の衰退は、「まちの顔」、ひいて
は札幌全体の魅力を低下させ、観
光客の減少につながる恐れもあり
ます。 

5年後には4人に1人が高齢者とな
る「超高齢社会」が到来し、自家用
車を利用しない人が増えるなど、公
共交通機関の必要性がさらに高ま
ります。そのため、高齢者も安全に、
安心して利用できる公共交通機関
の維持・充実が必要となっています。 

郊外に住んでいた人が都心部に移
り住む「都心回帰」が進み、将来的
には、市全体の人口は減少するも
のの、都心部の人口と交通量は増
加すると予想されています。このま
までは都心部の自動車利用が増え、
二酸化炭素の増加による環境への
悪影響も懸念されます。 

魅力とにぎわいのあふれるまち 高齢者に優しいまち 環境に優しいまち 

新たに導入するデザイン性に優れ
た車両や電停が、まちの魅力的な
景観を作り出すほか、利便性の向
上などにより沿線の経済活動の活
性化を促します。路面電車の活用が
まちに新たな魅力をもたらし、観光
客や市民の集客などにより、多くの
にぎわいを生み出します。 

路面電車は階段を使わずに地上か
ら直接乗り降りでき、行き先や場所
が分かりやすいため、高齢者や観
光客も安心してまちを移動できるよ
うになります。 

利便性の高い路面電車などにより
都心部の公共交通機関を充実させ、
自家用車からの転換を促すことで、
自家用車に頼り過ぎない、環境に
優しいまちとなります。 
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市からの 
提案 

海外では、歩行者と公共交通機関の 
専用道路を整備し、にぎわいを創出 
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■1人を1km運ぶときに排出される二酸化炭素の量 
単位：g-CO2/人キロ 

乗用車 
（自家用） 

バス 
（営業用乗合） 

路面電車 

（出典：平成14年度国土交通白書） 
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■札幌市の人口の予測 

上記●●の課題に対応する手段の一つとして、 
人や環境に優しく、まちの活性化に貢献できる路面電車の活用が有効と考え、 

必要があると考えています。 
「路線を延伸し、路面電車を活用したまちづくりを進める」 
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25年後には 
人口が1割減り、 
3人に1人が 
高齢者に！ 

二酸化炭素の 
排出量は 
乗用車の1/5、 
バスの1/3

80年以上もの間、市民の足とまちの発展を支えてきた路面電車。 

今、人や環境に優しいという観点からその良さが見直され、 

札幌のまちづくりへの新たな活用が期待されています。 

皆さんもこれからの札幌のまちづくりについて 

一緒に考えてみませんか。 
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